
(57)【要約】

【目的】雌雄部材が同体のテープ付きスナップファスナ

を提供する。

【構成】雌雄同体の合成樹脂製係合部材（２）の複数個

を所定間隔で生地テープに成形固定したテープ（３）か

らなる。前記係合部材（２）の係合側表面は、ベース（

４）と、係合突起（６）と、係合突起受容部（７）を有

する。前記係合突起（６）と前記係合突起受容部（７）

のそれぞれが小突起（６ｇ，４ｂ）とくぼみ（６ｈ，４

ｃ）を有する。前記係合部材（２）同士が係合したとき

、前記小突起（６ｇ，４ｂ）とくぼみ（６ｈ，４ｃ）が

はまり合う。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
雌 雄 同 体 の 合 成 樹 脂 製 係 合 部 材 （ ２ ； ２ ０ ） を 所 定 間 隔 で 生 地 テ ー プ に 成 形 固 定 し た テ ー
プ （ ３ ； ２ １ ） か ら な り 、
前 記 係 合 部 材 （ ２ ； ２ ０ ） の 係 合 側 表 面 は 、 ベ ー ス （ ４ ； ２ ３ ， ２ ４ ） と 、 少 な く と も １
個 の 係 合 突 起 （ ６ ； ２ ５ ） と 、 少 な く と も １ 個 の 係 合 突 起 受 容 部 （ ７ ； ２ ６ ） を 有 し 、
さ ら に 前 記 係 合 突 起 （ ６ ； ２ ５ ） と 前 記 係 合 突 起 受 容 部 （ ７ ； ２ ６ ） の そ れ ぞ れ が 小 突 起
（ ６ ｇ ， ４ ｂ ； ２ ５ ａ ， ２ ３ ａ ） と く ぼ み 部 （ ６ ｈ ， ４ ｃ ； ２ ５ ｂ ， ２ ３ ｂ ） を 有 し 、 前
記 係 合 部 材 （ ２ ， ２ ０ ） 同 士 が 係 合 し た と き 、 前 記 小 突 起 （ ６ ｇ ， ４ ｂ ； ２ ５ ａ ， ２ ３ ａ
） と く ぼ み （ ６ ｈ ， ４ ｃ ； ２ ５ ｂ ， ２ ３ ｂ ） が は ま り 合 う こ と を 特 徴 と す る テ ー プ 付 き フ
ァ ス ナ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 係 合 突 起 （ ６ ； ２ ５ ） と 前 記 係 合 突 起 受 容 部 （ ７ ； ２ ６ ） が ベ ー ス （ ４ ； ２ ３ ， ２ ４
） に 囲 ま れ た 中 央 部 に 位 置 す る 請 求 項 １ 記 載 の テ ー プ 付 き フ ァ ス ナ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 係 合 突 起 （ ６ ； ２ ５ ） の 小 突 起 （ ６ ｇ ； ２ ５ ａ ） と く ぼ み （ ６ ｈ ； ２ ５ ｂ ） が 外 方 側
の 突 起 （ ６ ； ２ ５ ） 側 壁 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の テ ー プ 付 き フ ァ ス ナ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 係 合 突 起 受 容 部 （ ７ ； ２ ６ ） の 小 突 起 （ ４ ｂ ； ２ ３ ａ ） と く ぼ み （ ４ ｃ ； ２ ３ ｂ ） が
内 方 側 の ベ ー ス （ ４ ， ２ ３ ） 側 壁 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の テ ー プ 付 き フ
ァ ス ナ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ベ ー ス が 高 ベ ー ス （ ２ ３ ） と 低 ベ ー ス （ ２ ４ ） か ら な り 、 前 記 係 合 突 起 受 容 部 （ ２ ６
） の 小 突 起 （ ２ ３ ａ ） と く ぼ み （ ２ ３ ｂ ） が 高 ベ ー ス （ ２ ３ ） に 設 け ら れ て い る 請 求 項 ４
記 載 の テ ー プ 付 き フ ァ ス ナ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ベ ー ス （ ４ ； ２ ３ ） の 小 突 起 （ ４ ｂ ； ２ ３ ｂ ） に 隣 接 し て 傾 斜 部 （ ４ ａ ， ２ ３ ａ ） が
設 け ら れ て い る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の テ ー プ 付 き フ ァ ス ナ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は テ ー プ 付 き ス ナ ッ プ フ ァ ス ナ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
本 出 願 人 は 、 以 下 の よ う な テ ー プ 付 き ス ナ ッ プ フ ァ ス ナ を 開 発 し 、 出 願 し て き た 。
（ １ ） 特 開 平 １ ０ － ３ ３ ２ １ ０ 号
（ ２ ） 特 開 平 １ ０ － ３ ３ ２ １ １ 号
（ ３ ） 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ７ ０ ９ ０ ６
（ ４ ） 特 開 ２ ０ ０ １ － ８ ７ １ １
（ ５ ） 特 開 ２ ０ ０ １ － ７ ８ ８ ０ ７
（ ６ ） 特 開 ２ ０ ０ １ － ６ ４ ５ １ ５
（ ７ ） 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ４ ９ １ １ ７
（ ８ ） 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ １ ８
（ ９ ） 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ ５ ７ １ ９
（ １ ０ ） 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ ５ ７ ２ ０
（ １ １ ） 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ３ ８ ６ ２ ０
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 従 来 技 術 （ １ ） － （ １ ０ ） の ス ナ ッ プ フ ァ ス ナ は 、 雄 部 材 を 有 す る 雄 側 テ ー プ と 雌 部
材 を 有 す る 雌 側 テ ー プ を 組 み 合 わ せ て い る 。 必 ず 両 部 材 を 必 要 と す る の で 、 雌 雄 部 材 そ れ
ぞ れ に 金 型 を 製 作 し て 、 そ れ に 基 づ き 二 種 類 の テ ー プ を 製 造 し 、 そ れ ら を 間 違 え な い よ う
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に 分 類 、 保 管 、 箱 詰 め 、 配 送 、 使 用 し な け れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 上 記 （ １ １ ） の 先 願 に お い て 、 雌 雄 ２ 種 類 の テ ー プ を 必 要 と
せ ず 、 雌 部 材 の み で 用 が 足 り る よ う な ス ナ ッ プ フ ァ ス ナ を 本 出 願 人 は 提 案 し た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ３ ８ ６ ２ ０ は 確 か に 係 合 部 材 が １ 種 類 の テ ー プ で は あ る が 、 別 に 両
者 を つ な ぎ 止 め る た め の つ な ぎ 部 材 を 必 要 と し て い る 。 こ の つ な ぎ 部 材 は 簡 単 な 部 品 で あ
る が 、 そ れ で も 金 型 製 作 、 分 類 、 保 管 、 箱 詰 め 、 配 送 、 使 用 等 の 面 で 特 別 な 配 慮 が 必 要 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 雌 雄 係 合 部 材 が 同 体 の テ ー プ で あ る た め １ 種 類 の テ ー プ で あ り 、 し か も 連 結 す
る た め に つ な ぎ 部 材 も 必 要 と し な い テ ー プ 付 き ス ナ ッ プ フ ァ ス ナ を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の テ ー プ 付 き フ ァ ス ナ は 、 雌 雄 同 体 の 合 成 樹 脂 製 係 合 部 材 を 所 定 間 隔 で 生 地 テ ー プ
に 成 形 固 定 し た テ ー プ か ら な り 、 前 記 係 合 部 材 の 係 合 側 表 面 は 、 ベ ー ス と 、 少 な く と も １
個 の 係 合 突 起 と 、 少 な く と も １ 個 の 係 合 突 起 受 容 部 を 有 し 、 さ ら に 前 記 係 合 突 起 と 前 記 係
合 突 起 受 容 部 の そ れ ぞ れ が 小 突 起 と く ぼ み を 有 し 、 前 記 係 合 部 材 同 士 が 係 合 し た と き 、 前
記 小 突 起 と く ぼ み が は ま り 合 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 態 様 】
前 記 係 合 突 起 と 前 記 係 合 突 起 受 容 部 は ベ ー ス に 囲 ま れ た 中 央 部 に 設 け る の が 設 計 上 好 ま し
い 。 前 記 係 合 突 起 受 容 部 底 面 に お い て 生 地 テ ー プ 露 出 部 を 設 け る の が 成 形 上 強 度 を 保 つ た
め に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 係 合 突 起 の 小 突 起 と く ぼ み は 、 例 え ば 外 方 側 の 突 起 側 壁 に 形 成 さ れ た も の と す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 係 合 突 起 受 容 部 の 小 突 起 と く ぼ み は 、 例 え ば 内 方 側 の ベ ー ス 側 壁 に 形 成 さ れ た も の と
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 ベ ー ス の 小 突 起 に 隣 接 し て 傾 斜 部 を 設 け る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 添 付 の 図 面 に 基 づ き 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
＜ 第 １ 実 施 例 ＞
図 １ は 、 本 発 明 第 １ 実 施 例 に 係 る 、 雌 雄 部 材 が 同 体 の テ ー プ 付 き ス ナ ッ プ フ ァ ス ナ １ の 平
面 図 で あ る 。 所 定 間 隔 を あ け て 雌 雄 同 体 の 複 数 の 係 合 部 材 ２ を 設 け た テ ー プ ３ 同 士 を 係 合
さ せ る 。 使 用 時 に は 、 テ ー プ ３ は ２ 本 一 対 で 用 い る が 、 本 発 明 で は 雌 雄 同 体 で あ る た め 、
図 １ で は １ 本 し か 描 い て い な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ２ は 雌 雄 同 体 の 係 合 部 材 ２ の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は 同 部 材 の 平 面 図 （ ａ ） 、 側 面 図
（ ｂ ） 、 断 面 図 （ ｃ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 係 合 部 材 の 係 合 面 と な る 表 面 側 は 、 四 角 い 枠 か ら な る ベ ー ス ４ と 、 枠 内 の 中 央 部 ５ か
ら な り 、 中 央 部 ５ は さ ら に 、 係 合 突 起 部 ６ と 係 合 突 起 受 容 部 ７ か ら な る 。 係 合 突 起 受 容 部
７ で は 、 金 型 の 形 状 に 応 じ て 生 地 テ ー プ ３ が 他 の 部 分 の 生 地 よ り も 低 く 押 し つ け ら れ て い
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る （ 図 ３ （ ｃ ） 参 照 ） と 共 に 、 生 地 テ ー プ が 露 出 し て い る 。 た だ し 、 係 合 突 起 受 容 部 ７ に
お い て 生 地 テ ー プ ３ が 他 の 部 分 の 生 地 よ り も 低 く 設 定 さ れ て い る の は 、 本 発 明 に と っ て 必
須 で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ベ ー ス ４ の う ち 、 係 合 突 起 受 容 部 ７ 側 の 側 壁 に は 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 傾 斜 部 ４ ａ
と 、 小 突 起 部 ４ ｂ と 、 く ぼ み 部 ４ ｃ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
係 合 突 起 部 ６ は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 中 央 部 の 約 半 分 を 占 め て い る 。 係 合 突 起 部 ６
は 、 縦 方 向 の 主 要 部 分 ６ ｃ と 、 そ の 上 下 に あ っ て 横 方 向 に 伸 び る 延 長 部 分 ６ ａ ， ６ ｂ か ら
な り 、 上 か ら 見 る と 「 コ 」 の 字 型 の 頂 部 ６ ｄ を 有 す る 。 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 係 合 突
起 部 ６ の う ち 、 係 合 突 起 受 容 部 ７ 側 の 側 壁 に は 、 傾 斜 部 ６ ｅ と 垂 直 部 ６ ｆ が 隣 り 合 わ せ に
設 け ら れ て い る 。 係 合 突 起 部 ６ の う ち 、 主 要 部 分 ６ ｃ に 隣 接 し た ベ ー ス ４ 側 の 突 起 側 壁 に
は 、 小 突 起 部 ６ ｇ と 、 く ぼ み 部 ６ ｈ が 設 け ら れ て い る 。 係 合 突 起 部 ６ の う ち 、 上 下 延 長 部
分 ６ ａ ， ６ ｂ に 隣 接 し た ベ ー ス ４ 側 の 突 起 側 壁 に は 、 傾 斜 部 ６ ｊ と 垂 直 部 ６ ｋ が 設 け ら れ
て い る （ 図 ３ （ ｂ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 係 合 部 材 の 非 係 合 面 で あ る 裏 側 は 、 四 角 い 枠 か ら な る 裏 側 ベ ー ス ８ と 、 枠 内 の 中 央 部
９ か ら な り 、 中 央 部 ９ は 生 地 テ ー プ が 露 出 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 係 合 部 材 ２ を 成 形 す る に は 、 フ ァ ス ナ 成 形 用 空 間 を 形 成 し た 上 下 金 型 （ 図 示 せ ず ） 間
に 、 溶 融 樹 脂 が 成 形 圧 力 に よ っ て 通 過 浸 透 す る 粗 さ の 生 地 テ ー プ ３ を 配 設 し 、 中 央 部 ５ ，
９ の 生 地 テ ー プ ３ を 前 記 上 下 金 型 で 挟 み 込 み 固 定 し 、 そ の 後 、 合 成 樹 脂 を 前 記 成 形 空 間 内
に 射 出 す る 。 図 ３ （ ｃ ） の 符 号 の 小 さ な く ぼ み １ ０ が 金 型 の 射 出 口 に 相 当 す る 。 こ の 射 出
口 設 定 の た め に 裏 側 ベ ー ス ８ の 枠 幅 が 表 側 ベ ー ス ４ の 枠 幅 よ り も や や 幅 広 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う に し て 、 生 地 テ ー プ 両 面 に 形 成 さ れ る 係 合 部 材 ２ の 表 面 側 と 裏 面 側 と が 生 地 テ ー
プ ３ を 透 過 す る 合 成 樹 脂 に よ っ て 一 体 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
テ ー プ 生 地 ３ と し て は 、 溶 融 さ れ る こ と な く 溶 融 樹 脂 が 透 過 す る 生 地 で あ る こ と が 必 要 で
、 織 物 で も 編 物 で も よ く 、 例 え ば 木 綿 生 地 、 混 紡 生 地 等 を 採 用 す る こ と が で き る 。 合 成 樹
脂 と し て は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 、 例 え ば ポ リ ア セ タ ー ル 溶 融 樹 脂 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 雌 雄 同 体 係 合 部 同 士 を 組 み 合 わ せ た 状 態 を 図 ４ に 示 す 。 図 ４ に お け る 上 側 係 合 部 の 係
合 突 起 ６ の 突 起 部 ６ ｇ と 下 側 係 合 部 の ベ ー ス ４ の く ぼ み 部 ４ ｃ が 係 合 し て い る こ と 、 上 側
係 合 部 の ベ ー ス ４ の く ぼ み 部 ４ ｃ と 下 側 係 合 部 の 係 合 突 起 ６ の 小 突 起 部 ６ ｇ が 係 合 し て い
る こ と が 分 か る 。 こ れ に よ り 、 ２ つ の 係 合 部 同 士 は 確 実 に 係 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 係 合 を 解 除 す る に は 、 指 で 各 部 材 に ひ ね り を 加 え た り 、 生 地 を つ か ん で 強 く 引 き 剥 が
し た り す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
＜ 第 ２ 実 施 例 ＞
第 ２ 実 施 例 で も 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 所 定 間 隔 を あ け て 雌 雄 同 体 の 複 数 の 係 合 部 材 ２ ０ を
設 け た テ ー プ ２ １ 同 士 を 係 合 さ せ る 。 図 ５ は 第 ２ 実 施 例 に 係 る 雌 雄 同 体 の 係 合 部 材 ２ ０ の
拡 大 斜 視 図 で あ る 。 図 ６ （ ａ ） は 同 部 材 の 平 面 図 、 （ ｂ ） は ｂ － ｂ 断 面 図 、 （ ｃ ） は ｃ －
ｃ 断 面 図 、 （ ｄ ） は 背 面 図 で あ る 。 第 ７ 図 は 雌 雄 同 体 の 係 合 部 材 の 係 合 状 態 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 係 合 部 材 ２ ０ の 係 合 面 と な る 表 面 側 は 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 リ ン グ 状 の ベ ー ス
２ ３ ， ２ ４ と ベ ー ス 内 の 中 央 部 ２ ２ か ら な る 。 ベ ー ス は ２ 個 の 高 ベ ー ス ２ ３ と ２ 個 の 低 ベ
ー ス ２ ４ か ら な り 、 中 央 部 ２ ２ は ２ 個 の 係 合 突 起 ２ ５ と ２ 個 の 係 合 突 起 受 容 部 ２ ６ か ら な

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-129985 A 2004.4.30



る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 高 ベ ー ス ２ ３ と 低 ベ ー ス ２ ４ は 、 リ ン グ 状 の 枠 を ４ 等 分 し て 、
交 互 に ２ 個 ず つ 設 定 さ れ て い る 。 生 地 上 の 高 さ は 、 高 ベ ー ス ２ ３ は 低 ベ ー ス ２ ４ の 約 ２ 倍
で あ る 。 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 高 ベ ー ス ２ ３ の う ち 、 係 合 突 起 受 容 部 ２ ６ 側 の ベ ー ス
側 壁 に は 、 傾 斜 部 ２ ３ ａ と 、 小 突 起 部 ２ ３ ｂ と 、 く ぼ み 部 ２ ３ ｃ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
中 央 部 ２ ２ で は 、 金 型 の 形 状 に 応 じ て 生 地 テ ー プ ２ １ が 他 の 部 分 の 生 地 よ り も 低 く 押 し つ
け ら れ て い る （ 図 ６ （ ｂ ） （ ｃ ） 参 照 ） と 共 に 、 生 地 テ ー プ ２ １ が 露 出 し て い る 。 た だ し
、 中 央 部 ２ ２ に お い て 生 地 テ ー プ ２ １ が 他 の 部 分 の 生 地 よ り も 低 く 設 定 さ れ て い る の は 、
本 発 明 に と っ て 必 須 で は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
２ 個 の 係 合 突 起 ２ ５ は 平 面 か ら 見 る と 扇 形 で あ り 、 ２ 個 の 低 ベ ー ス ２ ４ の 内 側 に そ れ ぞ れ
位 置 し て い る 。 係 合 突 起 ２ ５ の 高 さ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 高 ベ ー ス ２ ３ と 低 ベ ー ス ２ ４
の 高 さ を 合 わ せ た 高 さ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
２ 個 の 係 合 突 起 受 容 部 ２ ６ は 、 前 記 ２ 個 の 係 合 突 起 ２ ５ に 円 周 方 向 に 隣 接 し た ス ペ ー ス で
あ る 。 係 合 突 起 受 容 部 ２ ６ 及 び 中 央 部 ２ ２ の 中 心 で は 完 全 に 生 地 テ ー プ ２ １ が 露 出 し て い
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の 係 合 部 材 の 非 係 合 面 で あ る 裏 側 は 、 リ ン グ 状 の 枠 か ら な る ベ ー ス ２ ７ と 、 枠 内 の 中 央
部 ２ ８ か ら な り 、 中 央 部 は 生 地 テ ー プ が 露 出 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
第 ２ 実 施 例 の 雌 雄 同 体 係 合 部 の 製 造 方 法 は 第 １ 実 施 例 に 準 ず る 。 図 ６ （ ｄ ） の 符 号 の 小 さ
な く ぼ み ２ ９ が 金 型 の 射 出 口 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の 雌 雄 同 体 係 合 部 同 士 を 組 み 合 わ せ た 状 態 を 図 ７ に 示 す 。 図 ７ に お け る 上 側 係 合 部 の 係
合 突 起 ２ ５ の 突 起 部 ２ ５ ａ と 下 側 係 合 部 の 高 ベ ー ス ２ ３ の く ぼ み ２ ３ ｃ が 係 合 し て い る こ
と 、 上 側 係 合 部 の 高 ベ ー ス ２ ３ の く ぼ み 部 ２ ３ ｃ と 下 側 係 合 部 の 係 合 突 起 ２ ５ の 小 突 起 部
２ ５ ａ が 係 合 し て い る こ と が 分 か る 。 こ れ に よ り 、 ２ つ の 係 合 部 同 士 は 確 実 に 係 合 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 係 合 を 解 除 す る に は 、 指 で 各 部 材 に ひ ね り を 加 え た り 、 生 地 を つ か ん で 強 く 引 き 剥 が
し た り す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
第 ２ 実 施 例 で は 、 高 ベ ー ス ２ ３ と 低 ベ ー ス ２ ４ を そ れ ぞ れ ２ 個 設 け て い る が 、 １ 個 ず つ で
も よ い 。 そ の 場 合 は 、 そ れ ぞ れ が ベ ー ス の 半 周 を 担 当 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 雌 雄 係 合 部 材 が 同 体 で あ る た め テ ー プ は １ 種 類 で よ い 。 ま た 、 両 者 を つ
な ぎ 止 め る た め の つ な ぎ 部 材 も 必 要 と し な い 。 完 全 に １ 種 類 の 部 材 で 用 が 足 り る の で 、 製
造 、 分 類 、 保 管 、 箱 詰 め 、 配 送 、 使 用 な ど で 省 力 化 や コ ス ト 削 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 第 １ 実 施 例 に 係 る 、 雌 雄 部 材 が 同 体 の テ ー プ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 同 部 材 の 平 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 、 （ ｃ ） は 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 部 材 の 係 合 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 第 ２ 実 施 例 に 係 る 雌 雄 同 体 の 係 合 部 材 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） は 同 部 材 の 平 面 図 、 （ ｂ ） は Ａ － Ａ 断 面 図 、 （ ｃ ） は Ｂ － Ｂ 断 面 図 、 （ ｄ
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） は 背 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 部 材 の 係 合 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
＜ 第 １ 実 施 例 ＞
１ 　 　 　 ス ナ ッ プ フ ァ ス ナ
２ 　 　 　 　 係 合 部 材
３ 　 　 　 　 生 地 テ ー プ
４ 　 　 　 　 　 　 　 ベ ー ス
４ ａ 　 　 　 　 　 傾 斜 部
４ ｂ 　 　 　 　 　 小 突 起 部
４ ｃ 　 　 　 　 　 く ぼ み 部
５ 　 　 　 　 　 中 央 部
６ 　 　 　 　 　 　 　 係 合 突 起
６ ｇ 　 　 　 　 　 小 突 起 部
６ ｈ 　 　 　 　 　 く ぼ み 部
７ 　 　 　 　 　 　 　 係 合 突 起 受 容 部
＜ 第 ２ 実 施 例 ＞
２ ０ 　 　 　 　 　 係 合 部 材
２ １ 　 　 　 　 　 生 地 テ ー プ
２ ２ 　 　 　 　 　 中 央 部
２ ３ 　 　 　 　 　 高 ベ ー ス
２ ３ ｂ 　 　 　 小 突 起 部
２ ３ ｃ 　 　 　 く ぼ み 部
２ ４ 　 　 　 　 　 低 ベ ー ス
２ ５ 　 　 　 　 　 係 合 突 起
２ ５ ａ 　 　 　 小 突 起 部
２ ５ ｂ 　 　 　 く ぼ み 部
２ ６ 　 　 　 　 　 係 合 突 起 受 容 部
２ ７ 　 　 　 　 　 裏 側 ベ ー ス
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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